
（別紙１）

平成１７年度国内産米穀及び麦類の残留農薬の調査結果について

農林水産省では、米穀及び麦類の残留農薬について産地段階におけるリスク管理

を的確に行うことを目的として、国内産米穀及び麦類を対象に残留農薬の調査を行

っています。この度、平成１７年度（食品衛生法に基づくポジティブリスト制度施

行前）の調査結果を のとおりとりまとめたのでお知らせします。別紙

なお、この調査においては、米の登録保留基準を超える試料（ポジティブリスト

） 、制度施行後の残留農薬基準値と比べても当該基準値を超過 が１点ありましたので

農薬の使用状況等を調査するとともに、登録保留基準値超過が認められた玄米につ

、 。 、 、いては 食用として出荷することのないよう要請しました この結果 当該玄米は

食用として流通していません。



（別紙）

平成１７年度国内産米穀及び麦類の残留農薬の調査結果概要

１．調査目的

我が国の主要農産物である米穀及び麦類について、産地出荷段階における農薬

の残留の状況を把握し、農薬適正使用の指導への活用等を通じて、その安全性の

確保を図る。

２．調査方法

（１）サンプリング方法

都道府県ごとの試料点数については、各都道府県における米穀及び麦類の生

産農家数及び生産量を勘案して配分した。試料の採取については、試料の提供

及び残留農薬の調査実施の了解を得た生産者の生産した米穀及び麦類を採取対

、 。象とし 出荷段階の玄米及び玄麦から無作為抽出により試料の採取を実施した

（２）分析方法

ガスクロマトグラフ－質量分析計（ＧＣ－ＭＳ）又は液体クロマトグラフを

用いた多成分一斉分析法（米穀：８８農薬、麦類：２２農薬 、食品衛生法に基）

づく残留農薬基準又は農薬取締法に基づく登録保留基準に定められた試験法 米（

穀：２９農薬、麦類：１２農薬）等を用いて分析を実施した。

（３）定量限界

参照別表[ＰＤＦ]

（詳細は 参照）３．調査結果 別表[ＰＤＦ]

（１）米穀

６００点の試料について調査を実施した結果、のべ１３９点の試料から定量限

界以上の農薬が検出された。これら１３９点の試料のうち、食品衛生法に基づく

残留農薬基準を超過するものは認められなかったが、ＸＭＣについて、農薬取締

法に基づく登録保留基準の0.2ppmを超過する試料が１点（0.4ppm）あった。本調

査は、食品衛生法に基づくポジティブリスト制度施行前の調査結果であり、同法

の対象外であったが、ポジティブリスト制度に照らし合わせれば、残留農薬基準

（0.2ppm）を超過する事例となる。

当該米穀について生産段階における農薬の使用状況等を調査した結果、遵守す

べき農薬の使用量を超えて使用した農薬使用基準違反が認められた。

このため、当該生産者に対しては、農薬使用基準の遵守について指導するとと

もに、登録保留基準値超過が認められた玄米については、食用として出荷するこ

とのないよう要請した。なお、要請の結果、当該玄米は、食用として流通してい

ない。



（２）麦類

３５０点の試料（小麦２８２点、大麦・はだか麦６８点）について調査を実施

した結果、のべ１０点の試料から定量限界以上の農薬が検出されたが、残留農薬

基準及び登録保留基準を超過するものは認められなかった。

４．今後の予定

出荷段階における農薬の残留状況を把握し、農薬適正使用の指導へ活用するた

め、平成１８年度も引き続き残留農薬調査を実施する予定である。



（参考）

１ 残留農薬基準

残留農薬基準とは、食品衛生法に基づき厚生労働大臣が定める食品の規格のう

ち、食品中に残留する農薬の限度量のことをいう。

２ 登録保留基準

登録保留基準とは、農薬取締法に基づき環境大臣が定める農薬の登録を保留す

るかどうかの基準のうち、農薬の農作物における残留基準のことをいう。

３ 農薬使用基準

農薬使用基準とは、農薬取締法に基づき農林水産大臣及び環境大臣が定める農

薬の種類ごとに、その使用の時期及び方法その他の事項について農薬を使用する

者が遵守すべき基準のことをいう。





（別表）
平成１７年度国内産米穀及び麦類の残留農薬調査結果
（１）米穀
①　全国

点数
残留農薬

基準
登録保留

基準

BHC 虫 600 0 － 0.2 0 0.02

EPN 虫 600 0 － 0.1 0 0.02

EPTC 草 600 0 － 0.1 0 0.02

XMC 虫 600 1 0.4 0.2 1 0.02

ｲｿｷｻﾁｵﾝ 虫 600 2 0.08 ～ 0.09 0.2 0 0.05

ｲｿﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ(MIPC) 虫 600 0 － 0.5 0 0.1

ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ 菌 600 5 0.2 ～ 0.6 2 0 0.2

ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ(IBP) 菌 600 1 0.04 0.2 0 0.01

ｲﾝﾀﾞﾉﾌｧﾝ 草 600 0 － 0.1 0 0.02

ｳﾆｺﾅｿﾞｰﾙP 成 600 0 － 0.1 0 0.01

ｴｽﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 草 600 0 － 0.1 0 0.01

ｴﾃﾞｨﾌｪﾝﾎｽ(EDDP) 菌 600 1 0.07 0.2 0 0.05

ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ 虫 600 3 0.02 ～ 0.03 0.5 0 0.02

ｴﾄﾌﾟﾛﾎｽ 虫 600 0 － 0.005 0 0.005

ｴﾄﾘﾑﾎｽ 虫 600 0 － 0.1 0 0.01

ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ(ﾍﾞﾝｿﾞｴﾋﾟﾝ) 虫 600 0 － － 0.01

ｶﾙﾊﾞﾘﾙ(NAC) 虫 600 0 － 1 0 0.05

ｶﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾐﾄﾞ 菌 600 0 － 1 0 0.1

ｶﾙﾎﾞｽﾙﾌｧﾝ 虫 600 0 － 0.2 0 0.05

ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ 虫 600 0 － － 0.01

ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 虫 600 0 － 0.1 0 0.01

ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽﾒﾁﾙ 虫 600 0 － 0.01 0 0.01

ｸﾛﾙﾌｪﾝﾋﾞﾝﾎｽ(CVP) 虫 600 0 － 0.05 0 0.02

ｼﾞｽﾙﾎﾄﾝ(ｴﾁﾙﾁｵﾒﾄﾝ) 虫 600 0 － 0.07 0 0.01

ｼﾊﾛﾄﾘﾝ 虫 600 0 － － 0.02

ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ 草 600 0 － 0.1 0 0.05

ｼﾌﾙﾄﾘﾝ 虫 600 0 － － 0.05

ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙ 菌 600 0 － 0.1 0 0.005

ｼﾏｼﾞﾝ(CAT) 草 600 0 － ＮＤ 0 0.05

ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ 草 600 0 － 0.1 0 0.01

ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾞﾝﾎｽ 虫 600 0 － 0.1 0 0.04

ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ 虫 600 0 － 1 0 0.05

ｼﾒﾄﾘﾝ 草 600 0 － 0.05 0 0.01

ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝ 虫 600 0 － 0.5 0 0.05

ｼﾝﾒﾁﾘﾝ 草 600 0 － 0.1 0 0.005

ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 虫 600 0 － 0.1 0 0.01

ﾀﾞｲﾑﾛﾝ 草 600 0 － 0.1 0 0.03

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ(ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞ) 草 600 0 － 0.2 0 0.05

ﾁｵﾒﾄﾝ 虫 600 0 － 0.02 0 0.01

ﾁﾌﾙｻﾞﾐﾄﾞ 菌 600 0 － 0.5 0 0.02

ﾃﾄﾗｸﾛﾛﾋﾞﾝﾎｽ(CVMP) 虫 600 0 － － 0.02

ﾃﾆﾙｸﾛｰﾙ 草 600 0 － 0.1 0 0.01

ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞ-ﾙ 菌 600 0 － 0.05 0 0.05

ﾃﾙﾌﾞﾎｽ 虫 600 0 － 0.01 0 0.005

ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ 菌 600 0 － － 0.05

ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ 菌 600 0 － － 0.05

ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙ 菌 600 16 0.03 ～ 0.4 3 0 0.02

ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ 草 600 0 － 0.05 0 0.01

ﾅﾌﾟﾛｱﾆﾘﾄﾞ 草 600 0 － － 0.01

ﾊﾟｸﾛﾌﾞﾄﾗｿﾞｰﾙ 成 600 0 － 0.1 0 0.01

ﾊﾟﾗﾁｵﾝﾒﾁﾙ 虫 600 0 － 1 0 0.01

定量限界農薬名 種類
分析試料

点数

基準値を
超える点

数濃度範囲（ｐｐｍ）

定量限界以上の結果 基準値（ｐｐｍ）



ﾋﾞﾌｪﾉｯｸｽ 草 600 0 － 0.1 0 0.02

ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ 虫 600 0 － － 0.01

ﾋﾟﾗﾌﾙﾌｪﾝｴﾁﾙ 草 600 0 － 0.1 0 0.02

ﾋﾟﾘﾀﾞﾌｪﾝﾁｵﾝ 虫 600 1 0.03 0.05 0 0.01

ﾋﾟﾘﾌﾞﾁｶﾙﾌﾞ 草 600 0 － 0.1 0 0.01

ﾋﾟﾘﾐｶーﾌﾞ 虫 600 0 － － 0.005

ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ 草 600 0 － 0.1 0 0.02

ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ 虫 600 0 － 0.2 0 0.01

ﾋﾟﾛｷﾛﾝ 菌 600 1 0.02 0.2 0 0.02

ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ 虫 600 0 － 0.01 0 0.01

ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ(MEP) 虫 600 0 － 0.2 0 0.05

ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ(BPMC) 虫 600 22 0.01 ～ 0.33 1 0 0.01

ﾌｪﾝﾁｵﾝ(MPP) 虫 600 0 － 0.05 0 0.01

ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ(PAP) 虫 600 0 － 0.05 0 0.01

ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ 虫 600 0 － － 0.02

ﾌｻﾗｲﾄﾞ 菌 600 1 0.1 1 0 0.1

ﾌﾞﾀｸﾛｰﾙ 草 600 0 － 0.1 0 0.05

ﾌﾞﾀﾐﾎｽ 草 600 0 － 0.05 0 0.01

ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ 菌 600 0 － 0.02 0 0.01

ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ 菌 600 13 0.03 ～ 0.1 2 0 0.03

ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ 草 600 0 － 0.1 0 0.01

ﾌﾟﾛﾊﾟﾆﾙ(DCPA) 草 600 0 － 0.1 0 0.01

ﾌﾟﾛﾊﾟﾎｽ 虫 600 0 － 0.05 0 0.01

ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ 菌 600 0 － 0.1 0 0.01

ﾌﾟﾛﾎﾟｷｽﾙ(PHC) 虫 600 0 － 1 0 0.01

ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ 草 600 0 － 0.05 0 0.01

ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ 草 600 57 0.01 ～ 0.09 1 0 0.01

ﾍﾟﾝｼｸﾛﾝ 菌 600 0 － 0.5 0 0.1

ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶﾙﾌﾞ 虫 600 0 － 0.02 0 0.005

ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ 草 600 0 － 0.2 0 0.01

ﾍﾞﾝﾌﾚｾｰﾄ 草 600 0 － 0.1 0 0.02

ﾏﾗﾁｵﾝ(ﾏﾗｿﾝ) 虫 600 0 － 0.1 0 0.01

ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ 菌 600 0 － － 0.02

ﾒﾄﾌﾟﾚﾝ 虫 600 0 － 5 0 0.05

ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ 草 600 0 － 0.1 0 0.005

ﾒﾄﾘﾌﾞｼﾞﾝ 草 600 0 － 0.05 0 0.01

ﾒﾌｪﾅｾｯﾄ 草 600 0 － 0.1 0 0.01

ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ 菌 600 9 0.02 ～ 0.14 2 0 0.02

MCPB 草 13 0 － 0.1 0 0.01

ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 菌 20 0 － 5 0 0.04

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ 草 11 0 － 0.1 0 0.01

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 虫 65 0 － 0.2 0 0.04

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ 草 120 0 － 0.1 0 0.02

ｵｷｿﾘﾆｯｸ酸 菌 20 0 － 0.5 0 0.05

ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰﾙ 草 82 0 － 0.1 0 0.01

ｶﾙﾀｯﾌﾟ 虫 67 0 － 0.1 0 0.05

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 草 6 0 － 0.1 0 0.01

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 虫 12 0 － 0.5 0 0.05

ｸﾛﾒﾌﾟﾛｯﾌﾟ 草 75 0 － 0.1 0 0.02

ｼﾞｸﾛｼﾒｯﾄ 菌 11 0 － 0.5 0 0.01

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ 虫 53 0 － 2 0 0.2

ﾁｱｼﾞﾆﾙ 菌 4 0 － 1 0 0.1

ﾃﾌﾞﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 虫 25 0 － 0.5 0 0.05

ﾄﾘｸﾛﾙﾎﾝ(DEP) 虫 3 0 － 0.2 0 0.01

ﾋﾒｷｻｿﾞｰﾙ(ﾋﾄﾞﾛｷｼｲｿｷｻｿﾞｰﾙ) 菌 140 0 － 0.5 0 0.05

ﾋﾟﾗｿﾞｽﾙﾌﾛﾝｴﾁﾙ 草 79 0 － 0.1 0 0.02

ﾋﾟﾗｿﾞﾘﾈｰﾄ(ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ) 草 12 0 － 0.1 0 0.02



ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝ 菌 94 6 0.1 ～ 0.28 1 0 0.1

ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ 草 17 0 － 0.1 0 0.01

ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ 虫 35 0 － 0.5 0 0.05

ﾌﾟﾛﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ 菌 123 0 － 0.5 0 0.05

ﾍﾞﾝｽﾙﾀｯﾌﾟ 虫 6 0 － 0.2 0 0.02

ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ 草 11 0 － 0.2 0 0.02

ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ 草 47 0 － 0.1 0 0.01

ﾍﾞﾝﾌﾗｶﾙﾌﾞ 虫 29 0 － 0.2 0 0.02

ﾒﾀﾗｷｼﾙ 菌 96 0 － 0.1 0 0.01

600 139 1

　　　３　定量限界は分析機関によって異なるので、調査結果については、最も大きい値で集計した。

（注）１　分析対象農薬は、一斉分析法により定量可能な農薬（８８農薬）及び米穀に使用頻度の高い農薬（２９農薬）を
          選定した。

　　　５　定量限界以上の結果の濃度範囲の欄の「－」は、残留農薬の分析結果が定量限界値未満であったことを示す。
　　　６　基準値を超える点数の欄の「－」は、残留農薬基準及び登録保留基準が設定されていないことを示す。

　　　２　種類の欄の虫は殺虫剤、菌は殺菌剤、草は除草剤を示す。

　　　４　定量限界以上の結果の点数の計の欄は、いずれかの分析対象農薬が定量された試料点数を示す。
　　　　　（一部の試料については、複数の農薬が定量されている。）

計（１１７農薬）



②　都道府県別

北海道
青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島
茨城
栃木
群馬
埼玉
千葉
東京
神奈川
新潟
富山
石川
福井
山梨
長野
岐阜
静岡
愛知
三重
滋賀
京都
大阪
兵庫
奈良
和歌山
鳥取
島根
岡山
広島
山口
徳島
香川
愛媛
高知
福岡
佐賀
長崎
熊本
大分
宮崎
鹿児島
沖縄

計

（注）　都道府県別の分析試料点数は、各都道府県における米穀の生産農家数及び生産量を勘案して配分した。
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4
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0
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（２）麦類

①　全国（小麦）

点数
残留農薬

基準
登録保留

基準

ｴﾁｵﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 虫 282 0 － 1 0 0.1

ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ 虫 282 0 － 0.5 0 0.1

ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ 菌 282 0 － 0.1 0 0.05

ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾌｧﾑ(IPC) 草 282 0 － 0.05 0 0.02

ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ(DDVP) 虫 282 0 － 0.2 0 0.03

ｼﾞﾌﾙﾌｪﾆｶﾝ 草 282 0 － 0.1 0 0.05

ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙ 菌 282 0 － 0.2 0 0.005

ｼﾌﾟﾛｼﾞﾆﾙ 菌 282 0 － 0.5 0 0.01

ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 虫 282 0 － 0.2 0 0.1

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ(ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞ) 草 282 0 － 0.1 0 0.05

ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞ-ﾙ 菌 282 0 － 0.50 0 0.03

ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ 菌 282 0 － 1 0 0.03

ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ 菌 282 0 － 0.1 0 0.05

ﾋﾟﾗﾌﾙﾌｪﾝｴﾁﾙ 草 282 0 － 0.1 0 0.05

ﾌｪﾅﾘﾓﾙ 菌 282 0 － 0.1 0 0.05

ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ(MEP) 虫 282 1 0.14 10 0 0.1

ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ(BPMC) 虫 282 0 － 0.3 0 0.05

ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ 菌 282 0 － 2 0 0.1

ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ 菌 282 1 0.1 1 0 0.1

ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ 草 282 0 － 0.2 0 0.01

ﾏﾗﾁｵﾝ(ﾏﾗｿﾝ) 虫 282 0 － 8 0 0.1

ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ 菌 282 0 － 2 0 0.1

MCPA 草 13 0 － 0.1 0 0.002

ｱｲｵｷｼﾆﾙ 草 11 0 － 0.1 0 0.004

ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 菌 17 0 － 0.5 0 0.04

ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ 菌 15 0 － 0.1 0 0.02

ｵｷｼﾝ銅（有機銅） 菌 4 0 － 0.1 0 0.05

ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ 草 2 0 － 0.2 0 0.05

ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ 菌 47 3 0.1 ～ 0.4 1 0 0.1

ﾁﾌｪﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ 草 23 0 － 0.1 0 0.01

ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ 草 38 0 － 0.1 0 0.005

ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ 草 6 0 － 0.05 0 0.005

ﾘﾆｭﾛﾝ 草 18 0 － 0.1 0 0.01

計　（３３農薬） 282 5 0

　　　３　定量限界は分析機関によって異なるので、調査結果については、最も大きい値で集計した。

基準値を
超える点数

　　　２　種類の虫は殺虫剤、菌は殺菌剤、草は除草剤を示す。

　　　４　定量限界以上の結果の点数の計の欄は、いずれかの分析対象農薬が定量された試料点数を示す。
　　　　　（一部の試料については、複数の農薬が定量されている。）

基準値（ｐｐｍ）

農薬名

（注）１　分析対象農薬は、一斉分析法により定量可能な農薬（２２農薬）及び小麦に使用頻度の高い農薬（１１農薬）を
          選定した。

　　　５　定量限界以上の結果の濃度範囲の欄の「－」は、残留農薬の分析結果が定量限界値未満であったことを示す。

分析試料
点数

定量限界
濃度範囲（ｐｐｍ）

定量限界以上の結果

種類



②　全国（大麦・はだか麦）

点数
残留農薬

基準
登録保留

基準

ｴﾁｵﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 虫 68 0 － 1 0 0.1

ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ 虫 68 0 － 0.5 0 0.1

ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ 菌 68 1 0.09 5.0 0 0.05

ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾌｧﾑ(IPC) 草 68 0 － 0.05 0 0.02

ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ(DDVP) 虫 68 0 － 0.2 0 0.03

ｼﾞﾌﾙﾌｪﾆｶﾝ 草 68 0 － 0.1 0 0.05

ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙ 菌 68 0 － 0.1 0 0.02

ｼﾌﾟﾛｼﾞﾆﾙ 菌 68 0 － 2 0 0.01

ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 虫 68 0 － 0.5 0 0.1

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ(ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞ) 草 68 0 － 0.1 0 0.05

ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞ-ﾙ 菌 68 0 － 0.05 0 0.03

ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ 菌 68 0 － 1 0 0.03

ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ 菌 68 0 － 0.1 0 0.05

ﾋﾟﾗﾌﾙﾌｪﾝｴﾁﾙ 草 68 0 － 0.1 0 0.05

ﾌｪﾅﾘﾓﾙ 菌 68 0 － 0.1 0 0.05

ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ(MEP) 虫 68 0 － 5 0 0.1

ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ(BPMC) 虫 68 0 － 0.3 0 0.05

ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ 菌 68 0 － － 0.1

ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ 菌 68 0 － 1 0 0.1

ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ 草 68 0 － 0.2 0 0.01

ﾏﾗﾁｵﾝ(ﾏﾗｿﾝ) 虫 68 0 － 2 0 0.1

ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ 菌 68 0 － 2 0 0.1

ｱｲｵｷｼﾆﾙ 草 7 0 － 0.1 0 0.01

ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 菌 1 0 － 0.3 0 0.04

ｵｷｼﾝ銅（有機銅） 菌 2 0 － 0.1 0 0.05

ｼﾞｸﾛﾍﾞﾆﾙ(DBN) 草 1 0 － 0.05 0 0.005

ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ 菌 13 4 0.12 ～ 0.36 1 0 0.1

ﾁﾌｪﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ 草 10 0 － 0.1 0 0.01

ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ 草 12 0 － 0.1 0 0.005

ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ 草 3 0 － 0.05 0 0.005

ﾘﾆｭﾛﾝ 草 5 0 － 0.1 0 0.01

計　（３１農薬） 68 5 0

　　　３　定量限界は分析機関によって異なるので、調査結果については、最も大きい値で集計した。

定量限界以上の結果

濃度範囲（ｐｐｍ）

　　　４　定量限界以上の結果の点数の計の欄は、いずれかの分析対象農薬が定量された試料点数を示す。
　　　　　（一部の試料については、複数の農薬が定量されている。）

農薬名 種類

基準値（ｐｐｍ）
基準値を

超える点数

（注）１　分析対象農薬は、一斉分析法により定量可能な農薬（２２農薬）及び大麦・はだか麦に使用頻度の高い農薬
          （９農薬）を選定した。

　　　５　定量限界以上の結果の濃度範囲の欄の「－」は、残留農薬の分析結果が定量限界値未満であったことを示す。

　　　６　基準値を超える点数の欄の「－」は、残留農薬基準及び登録保留基準が設定されていないことを示す。

定量限界

　　　２　種類の虫は殺虫剤、菌は殺菌剤、草は除草剤を示す。

分析試料
点数



③　都道府県別

北海道

青森

岩手

宮城

秋田

山形

福島

茨城

栃木

群馬

埼玉

千葉

東京

神奈川

山梨

長野

静岡

新潟

富山

石川

福井

岐阜

愛知

三重

滋賀

京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山

鳥取

島根

岡山

広島

山口

徳島

香川

愛媛

高知

福岡

佐賀

長崎

熊本

大分

宮崎

鹿児島

沖縄
計

－ － －

0 2 0

0

0 68 0

－ － －

－ － －

－

0 13 0

0 2 0

－

－ － －

0 3 0

0 3 0
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－ － －
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0 1 0

0 － －

0 － －

0 － －

－ 9 0

0 1 0

－ 2 0

－ 1 0

0 － －

－ 1 0

－ －

0 1 0

－ －

－ － －

2 0

0 － －

12 0

0 － －

－ －

0 5 0

－

－

－ － －

－ －

－

282

0

0

－

0

0

－

0

0

9

9

－

－

－

27

14

2

1

1

3

－

－

1

1

－

－

4

－

－

8

9

11

1

－

－

－

2

1

7

1

－

14

1

－

－

－

11

12

24

基準値を
超える点数

－

－

－

－

1 0

0

都道府県
分析試料点数

基準値を
超える点数

分析試料点数

－

（注）　都道府県別の分析試料点数は、各都道府県における麦類の生産農家数及び生産量を勘案して配分した。

小麦 大麦・はだか麦

97

4

－

－

4

3


	01.pdf
	02.pdf
	0606（別紙１別表）.pdf



